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抄　　録

【研究目的】 看護学科２年次科目「高齢者看護学Ⅰ」のヘルスアセスメント演習プログラムが地域在

住高齢者の参加を促進する募集・運営であるかの評価を行い、高齢者の参加を促進する

ための環境づくりについて今後の課題を検討する。

【研究方法】 2023年６月から７月に、高齢者看護学Ⅰのヘルスアセスメント演習に協力者として参加

した地域在住高齢者23名が演習終了後に回答した無記名自記式アンケートの調査結果を

分析対象とした。

【結果・考察 】研究者から各地域在住高齢者へ個別に依頼したことが参加のきっかけとなった割合が

最も高かった。また、半数以上が「学生の役に立ちたい」という思いから参加に至って

いた。地域在住高齢者が演習プログラムに参加しやすい案内や準備、当日の運営を行っ

た結果、高齢者の特徴に合わせた説明が演習内容の理解につながっており、演習協力者

の参加意欲や高い満足につながった。一方で、高齢者自身が、演習への協力が学生の役

に立ったと実感できる仕組みや、今後の継続した参加の促進に向けた協力者の名簿の管

理や問い合わせ窓口の設置といった組織的なシステムの構築が課題である。
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Ⅰ．背景

　核家族化により、看護学生が日常生活の中で高齢

者に触れる機会は少ないため、臨地実習前に実際の

高齢者を対象に、リアリティのある演習を体験する

ことは、実際の臨地実習をイメージできることにつ

ながる１）。一方、超高齢社会において、高齢者の社

会参加を促進することは、健康寿命延伸に向けたフ

レイル対策としての効果があり２）、高齢者にとって

も有益であるといえる。2023年度に看護２年次生が

履修する高齢者看護学Ⅰでは、地域在住高齢者が協

力者として参加する演習プログラムを実施した。そ

の中で、高齢者の社会参加の促進という観点から、
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プログラムの実施に向けて、先行研究を参考に高齢

者が演習プログラムに参加しやすい案内や準備、当

日の運営を行ったことの評価と、地域在住高齢者が

看護学演習に参加しやすい環境づくりの今後の課題

を検討したためここに報告する。地域在住高齢者が

協力者として演習に参加しやすい環境をつくること

で、高齢者の社会参加の機会の提供および参加を促

進するとともに、学生と高齢者の世代間交流を図る

ことが期待できる。

Ⅱ．研究目的

　本研究の目的は、看護学科２年次科目「高齢者看

護学Ⅰ」のヘルスアセスメント演習プログラムに演

習協力者として参加した地域在住高齢者に行った事

後アンケートの結果から、地域在住高齢者の参加を

促進する募集・運営であったかの評価を行い、高齢

者の参加を促進するための環境づくりについて今後

の課題を検討することである。

Ⅲ．演習プログラムの概要

１．演習目標の設定

　本学は看護学科２年次の前期に高齢者看護学Ⅰ

（１単位）を開講しており、2023年度より、授業時

間数が８コマから15コマに増えたことで、このうち

の２コマをヘルスアセスメント演習にすることを決

めた。演習の目的を「地域で生活する高齢者とのコ

ミュニケーションを通じて、高齢者の長い生活歴を

知ることで、高齢者の生きてきた過程・社会背景を

知り、高齢者の考え方・価値観などを知るとともに、

高齢者の健康状態および健康維持増進への取り組み

方の特徴を知る。さらに、振り返りにより学生自身

のコミュニケーションにおける課題を明確にする」

とした。また、当該学生は、１年次後期（12月）に

基礎看護学実習Ⅰを履修し、２年次前期（９月）に

基礎看護学実習Ⅱを控えている。本演習の目的を設

定する際、両実習の間に位置づくことがわかるよう

各実習目標との整合を図った（表１）。その結果、

本演習の目標を次のように決定した。１）高齢者に

関する身体・精神・社会的な特徴について説明でき

る、２）高齢者の健康状態をアセスメントする方法

を理解できる、３）高齢者の健康状態をアセスメン

表１　ヘルスアセスメント演習の目標設定
基礎看護学実習Ⅰ

（1年次後期：12月）
ヘルスアセスメント演習
（2年次前期：6-7月）

基礎看護学実習Ⅱ
（2年次前期：9月）

患者が生活している一人の人間である
ことを理解する

高齢者に関する身体・精神・社会的な
特徴について説明できる（事前学習）
高齢者の健康状態をアセスメントする
方法を理解できる（事前学習）
高齢者の健康状態をアセスメントでき
る（演習）
加齢に伴う身体的変化が高齢者の生活
に与える影響について説明できる（演
習）

患者と自分の関係が相互に影響し合う
ことに気づく

患者とのかかわりを通し、援助的人間
関係を構築する

その人に合った看護技術のあり方を考
えることができる
看護学生として誠意ある態度が取れる

患者を中心として機能する看護師と他
職種の役割を知る

（設定なし）
患者の安全・安楽を考慮した上で、現
在展開されている看護援助の一部を実
施する

患者を受け持ち、生理的心理的社会的
統合体として全体像を理解する患者の療養環境を知り、患者の生活に

及ぼす影響を考える

高齢者とのコミュニケーションスキ
ル・態度について理解し、実践できる
（演習）

実習全体において看護学生としての自
覚を持ち、誠実な態度で学ぶ

表１　ヘルスアセスメント演習の目標設定
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トできる、４）加齢に伴う身体的変化が高齢者の生

活に与える影響について説明できる、５）高齢者と

のコミュニケーションスキル・態度について理解し、

実践できる。

２．演習の進め方

⑴事前学習

　高齢者の健康状態のアセスメント方法および、自

己紹介の仕方や質問の仕方、話の聴き方について調

べることを事前課題とした。学生は、「栄養」「排泄」

「清潔」「活動」「コミュニケーション」「環境」「社

会参加」「その他」の側面から、健康状態のアセス

メントに必要な情報を得るための具体的な質問と質

問の順番についてワークシートを用いて整理した。

⑵演習の内容

　学生グループ２～３人で、地域在住高齢者１名を

受け持つこととした。受け持ち高齢者に対して、役

割の決定や挨拶・自己紹介・発言の順番などを決め

るグループでの作戦会議と面接を各２回実施し、高

齢者との面接で得られた内容から、各グループで対

象者の強みと健康課題をICF（International 

Classification of Functioning, Disability and Health, 

国際生活機能分類）の枠組みを用いて整理した。地

域在住高齢者からフィードバックを受け、面接にお

ける態度について振り返り、自身のコミュニケー

ションおける課題を明確にすることとした（表２）。

⑶演習における教員の役割

　教員は、面接中の各部屋の巡回、会話が止まって

いるグループへの声かけ、作戦会議での相談への対

応、グループ発表でのコメント・意味づけ、時間管

理、面接環境・態度の確認を行った。

３．�演習協力者の募集に向けた準備と実施における

配慮

⑴高齢者の演習参加に関する文献検討

　高齢者に対する演習への参加募集・運営に必要な

事柄・配慮を検討するために、文献データベース医

学中央雑誌Web（以下、医中誌）を用い、文献検

討を行った。検索対象は2000年以降とし、「高齢者」

「演習」「参加」をキーワードとした論文29編が該当

した。さらに「高齢者」「演習」「ボランティア」は

９編、「地域住民」「ボランティア」は５編であった。

このうち、総説、高齢者が演習に参加していないも

の、民間機関での養成を受けたSP（Simulated 

Patient；模擬患者）の参加による演習を扱った論

文を除いた10編３～12）を分析の対象とした（表３）。

　演習協力者が演習に参加した経緯は、「大学から

募集した近隣住民」が３件と最も多く、ついで「研

究者・所属機関と関わりがある人」が２件、健康サ

ロンなど「地域活動グループからの紹介」が２件で

あった。演習協力者への説明について、事前に資料

を郵送していたのは４件であり、事前に対面での説

明会や学習会を開催していたのは３件であった。

表２　ヘルスアセスメント演習のスケジュール表２　ヘルスアセスメント演習のスケジュール
実施内容
・出席確認・演習内容の説明（5分）
・各面接室へ移動・環境調整（5分）
・グループでの作戦会議（1回目）（20分）
・面接（1回目）（30分）※終了後、学生が高齢者を控室へ案内
・1回目の面接の振り返りと2回目の面接に向けた作戦会議（2回目）（20分）
　ー休憩ー
・面接（2回目）（40分）
・高齢者から学生へのフィードバック（20分）　※終了後、学生が高齢者を控室へ案内
・2回目の面接の振り返りと情報の整理・考察（20分）
・移動・グループ発表（20分）
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ス
メ

ン
ト

演
習

の
教

育
効

果

学
生

は
 4 

人
 1 

グ
ル

ー
プ

に
分

か
れ

，
各

グ
ル

ー
プ

に
高

齢
者

教
育

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

 1 
人

を
配

置
。

事
前

に
学

習
し

た
高

齢
者

に
対

す
る

フ
ィ

ジ
カ

ル
ア

セ
ス

メ
ン

ト
(P

A)
内

容
に

沿
っ

て
，

学
生

が
 1 

人
ず

つ
PA

を
実

践
。

実
践

者
以

外
の

学
生

は
観

察
者

と
し

，
実

践
が

終
わ

る
ご

と
に

高
齢

者
教

育
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
お

よ
び

観
察

者
か

ら
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
行

う
。

研
究

者
の

主
催

す
る

健
康

教
室

に
参

加
す

る
 65

 歳
以

上
の

地
域

住
民

（
応

募
者

の
ほ

と
ん

ど
は

，
以

前
に

も
本

学
で

行
っ

た
高

齢
者

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
演

習
に

お
い

て
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

経
験

者
）

高
齢

者
教

育
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
研

究
者

の
主

催
す

る
健

康
教

室
で

、
演

習
の

目
的

や
内

容
，

教
員

が
サ

ポ
ー

ト
を

行
う

旨
を

記
載

し
た

応
募

用
紙

を
配

布
し

，
20

 人
程

度
の

募
集

を
行

っ
た

．
男

女
は

問
わ

ず
，

高
齢

者
教

育
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

休
憩

で
き

る
よ

う
に

グ
ル

ー
プ

数
よ

り
も

多
い

 15
 人

を
選

定
し

た
。

・
演

習
前

に
演

習
内

容
，

目
的

，
予

測
さ

れ
る

事
項

，
休

憩
時

間
を

設
け

体
調

不
良

時
に

は
中

止
も

可
能

で
あ

る
こ

と
を

口
頭

と
文

書
に

て
具

体
的

に
説

明
・

演
習

当
日

は
教

員
の

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

に
同

席
を

依
頼

し
，

患
者

役
の

イ
メ

ー
ジ

化
を

図
る

・
患

者
役

を
経

験
し

た
率

直
な

感
想

を
学

生
に

伝
え

る
よ

う
依

頼
・

高
齢

者
教

育
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

学
生

の
学

び
を

共
有

で
き

る
よ

う
に

，
可

能
な

範
囲

で
学

生
の

発
表

へ
の

同
席

を
依

頼

玉
田

ら
（

20
14

）
地

域
住

民
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

参
加

す
る

看
護

技
術

演
習

の
意

義
　

地
域

住
民

の
思

い
と

効
果

学
生

12
～

13
名

の
グ

ル
ー

プ
に

対
し

て
1名

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

患
者

役
と

し
て

参
加

し
、

グ
ル

ー
プ

の
代

表
学

生
が

行
う

看
護

援
助

を
受

け
、

そ
の

後
、

グ
ル

ー
プ

学
生

全
員

と
意

見
交

換
を

行
う

。

大
学

が
近

隣
住

民
に

対
し

て
行

っ
た

募
集

に
対

し
て

、
自

主
的

に
応

募
、

登
録

し
て

い
る

者

地
域

住
民

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

登
録

者
に

は
、

毎
年

年
度

初
め

に
年

間
授

業
予

定
と

各
授

業
で

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
内

容
を

案
内

し
、

そ
の

中
か

ら
協

力
可

能
な

授
業

に
参

加
し

て
も

ら
っ

て
い

る
。

募
集

の
際

の
参

加
条

件
は

特
に

設
け

ら
れ

て
い

な
い

。

参
加

す
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
対

し
て

は
、

演
習

内
容

に
応

じ
て

教
員

が
作

成
し

た
患

者
役

の
設

定
と

シ
ナ

リ
オ

を
予

め
郵

送
し

て
お

き
、

演
習

当
日

に
30

分
程

度
の

教
員

と
の

打
ち

合
わ

せ
を

行
う

が
、

特
別

な
講

習
会

や
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
は

行
っ

て
い

な
い

。

小
泉

ら
（

20
14

）
地

域
の

高
齢

者
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

導
入

し
た

高
齢

者
の

ヘ
ル

ス
ア

セ
ス

メ
ン

ト
演

習
の

評
価

“ふ
れ

あ
い

・
い

き
い

き
サ

ロ
ン

”が
開

催
さ

れ
て

い
る

公
民

館
に

出
向

き
、

看
護

学
生

（
3年

次
）

 1 
名

に
つ

き
高

齢
者

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

 1 
名

に
よ

り
、

ヘ
ル

ス
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

実
施

。
学

生
は

、
演

習
時

間
40

分
で

シ
ナ

リ
オ

に
沿

っ
て

進
め

、
観

察
お

よ
び

問
診

で
聴

取
し

た
内

容
を

高
齢

者
の

ヘ
ル

ス
ア

セ
ス

メ
ン

ト
シ

ー
ト

に
記

録
す

る
。

月
1回

開
催

さ
れ

る
“ふ

れ
あ

い
・

い
き

い
き

サ
ロ

ン
”の

参
加

者

高
齢

者
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
“ふ

れ
あ

い
・

い
き

い
き

サ
ロ

ン
”の

代
表

者
に

演
習

の
主

旨
や

内
容

等
を

文
書

と
口

頭
で

説
明

し
た

う
え

で
協

力
を

依
頼

し
承

諾
を

得
て

、
月

 1 
回

開
催

さ
れ

る
サ

ロ
ン

の
企

画
と

し
て

参
加

者
を

募
っ

た
。

（
参

加
者

は
58

名
、

年
齢

は
70

～
83

歳
、

男
性

 7 
名

、
女

性
51

名
）

事
前

打
ち

合
わ

せ
で

、
企

画
委

員
会

に
参

加
し

て
演

習
方

法
や

演
習

時
の

協
力

内
容

を
説

明
し

、
当

日
の

運
営

や
会

場
設

営
を

検
討

し
た

。
高

齢
者

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
は

、
 1 

ヶ
月

前
に

演
習

方
法

や
協

力
内

容
の

説
明

を
行

っ
た

。
梶

谷
ら

（
20

20
）

フ
ィ

ジ
カ

ル
ア

セ
ス

メ
ン

ト
演

習
に

お
け

る
看

護
学

部
1年

生
の

学
び

　
地

域
住

民
教

育
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

の
関

わ
り

を
通

し
て

学
生

は
事

前
学

習
を

行
い

、
演

習
当

日
は

、
模

擬
患

者
 1 

名
に

学
生

 2 
～

 3 
名

が
グ

ル
ー

プ
と

な
っ

て
担

当
し

、
60

分
間

で
問

診
や

バ
イ

タ
ル

サ
イ

ン
測

定
を

行
い

、
演

習
後

に
は

得
ら

れ
た

情
報

を
統

合
し

て
対

象
者

の
健

康
状

態
を

ア
セ

ス
メ

ン
ト

す
る

。

記
載

な
し

地
域

住
民

教
育

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

事
前

に
模

擬
患

者
に

、
演

習
の

目
的

や
方

法
、

 1 
年

生
が

習
得

し
て

い
る

看
護

技
術

項
目

の
大

ま
か

な
内

容
、

演
習

の
事

前
学

習
の

状
況

等
に

つ
い

て
伝

え
参

加
者

を
募

る
。

具
体

的
な

募
集

方
法

は
記

載
な

し
。

事
前

に
模

擬
患

者
に

、
演

習
の

目
的

や
方

法
、

 1 
年

生
が

習
得

し
て

い
る

看
護

技
術

項
目

の
大

ま
か

な
内

容
、

演
習

の
事

前
学

習
の

状
況

等
に

つ
い

て
伝

え
る

宇
多

ら
（

20
14

）
地

域
住

民
に

よ
る

教
育

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
導

入
し

た
看

護
演

習
の

効
果

　
生

活
者

を
支

え
る

在
宅

ケ
ア

の
イ

メ
ー

ジ
を

高
め

る
た

め
に

在
宅

ケ
ア

論
「

演
習

」
に

教
育

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
導

入
し

た
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
演

習
。

学
生

9人
の

グ
ル

ー
プ

3組
で

1空
間

と
し

、
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
の

教
員

と
療

養
者

・
そ

の
介

護
者

を
演

じ
る

教
育

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

夫
婦

1組
を

配
置

。
学

生
グ

ル
ー

プ
は

、
退

院
翌

日
・

退
院

2週
目

・
退

院
3週

目
を

担
当

し
た

グ
ル

ー
プ

を
そ

れ
ぞ

れ
1組

（
計

3組
）

で
構

成
。

1場
面

に
つ

き
1グ

ル
ー

プ
の

代
表

が
看

護
師

を
演

じ
、

同
グ

ル
ー

プ
の

学
生

は
看

護
師

役
の

サ
ポ

ー
ト

や
観

察
者

、
時

に
は

他
の

グ
ル

ー
プ

か
ら

の
質

問
に

対
し

て
、

グ
ル

ー
プ

に
よ

る
訪

問
看

護
計

画
の

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

。

殆
ど

が
模

擬
患

者
役

と
し

て
数

回
の

経
験

を
持

ち
、

在
宅

介
護

に
興

味
・

関
心

の
あ

る
高

齢
夫

婦

教
育

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

大
学

が
募

集
し

た
「

地
域

住
民

に
よ

る
教

育
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ど

導
入

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

」
（

20
07

～
20

09
年

、
現

代
GP

（
地

域
活

性
化

へ
の

貢
献

＜
地

元
型

＞
）

事
業

）
に

協
力

・
参

加
す

る
登

録
者

の
中

か
ら

、
演

習
の

目
的

と
演

じ
て

い
た

だ
く

内
容

（
受

け
る

看
護

行
為

）
を

説
明

し
、

夫
婦

で
の

協
力

・
参

加
を

募
っ

た
。

事
前

に
事

例
と

演
じ

る
内

容
（

シ
ナ

リ
オ

）
を

送
付

し
、

演
習

当
日

に
、

視
聴

覚
教

材
を

使
用

し
な

が
ら

具
体

的
に

説
明

し
た

。
ま

た
、

実
際

の
場

面
で

は
、

「
学

生
の

対
応

（
姿

勢
や

態
度

を
含

め
て

）
を

、
納

得
し

受
け

入
れ

る
気

持
ち

に
な

れ
ば

ケ
ア

に
応

じ
る

」
こ

と
と

、
場

面
毎

の
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
で

は
、

「
ケ

ア
を

受
け

て
の

率
直

な
感

想
」

を
お

願
い

し
た

。

江
川

ら
（

20
11

）
看

護
大

学
に

お
け

る
地

域
住

民
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

導
入

し
た

授
業

の
評

価
　

学
生

の
感

想
・

意
見

か
ら

大
学

で
教

育
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

導
入

し
た

7科
目

（
1年

次
科

目
（

看
護

技
術

演
習

Ⅰ
、

看
護

技
術

演
習

Ⅱ
、

健
康

生
活

支
援

学
概

論
、

老
年

健
康

生
活

支
援

論
、

小
児

健
康

生
活

支
援

Ⅰ
）

、
2年

次
科

目
（

看
護

技
術

演
習

Ⅲ
）

、
3年

次
科

目
（

健
康

生
活

支
援

技
術

演
習

）
）

の
概

要

地
域

に
お

け
る

行
事

や
、

大
学

で
の

他
の

現
代

GP
活

動
お

よ
び

セ
ミ

ナ
ー

な
ど

に
参

加
し

た
住

民

教
育

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

全
科

目
共

通
で

、
地

域
に

お
け

る
行

事
や

、
大

学
で

の
他

の
現

代
GP

活
動

お
よ

び
セ

ミ
ナ

ー
な

ど
に

参
加

し
た

住
民

に
直

接
依

頼
し

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
登

録
申

込
書

を
用

い
て

受
け

付
け

た
。

各
科

目
で

事
前

準
備

と
し

て
、

内
容

の
説

明
を

行
い

、
事

前
説

明
に

参
加

で
き

な
い

人
に

は
郵

送
と

電
話

で
説

明
し

て
い

た
。

表
３
　
分
析
の
対
象
と
し
た
論
文
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　これらのことから、大学からの募集や研究者や所

属機関との関係が地域住民の参加につながっていた

ことが明らかとなった。さらに、演習当日の説明に

加え、事前の丁寧な説明が演習協力者の準備に必要

であることを示していた。

⑵演習協力者の募集・参加における配慮

　大学の近隣住民に向けた募集に加え、過去に本学

の他の演習科目で参加経験のある地域在住高齢者に

対して、個別に募集チラシを郵送し協力の依頼をし

た。先行研究13）により、高齢者がボランティアに参

加できるための支援として、「求めるボランティア

内容や手続きに関する情報を住民が受け取ることが

できる丁寧な周知」「興味を持ってもらい、ボラン

ティアにつなぐための動機付けの工夫」「短時間で

も参加が可能となる柔軟な活動内容の検討と場所の

確保」「住民と支援者との関係性の構築とともに参

加への不安の解消・経済的負担の軽減ができる相談

の仕組みづくり」「参加することの社会的評価や承

認の制度・仕組みづくり」が課題であることが明ら

かになった。そのため、前述の文献検討の成果と統

合し、地域在住高齢者への演習協力の依頼方法を決

定した。募集チラシを作成するにあたり、「看護学

生のコミュニケーションや血圧測定のトレーニング

をする相手役になってくださる方を募集している」

のように、依頼したい役割を明記し、1日のみでも

参加可能なこと、特別な資格は必要ないことを明記

することで、高齢者に「自分にもできるかもしれな

い」と思ってもらえるような配慮をした（表４）。

Ⅲ．研究方法

１．研究対象者

　高齢者看護学Ⅰのヘルスアセスメント演習プログ

ラムに演習協力者として参加した地域在住高齢者23

名が、演習終了後に回答した無記名自記式アンケー

トの調査結果を分析対象とした。

２．調査方法・内容

　内容は、基本属性（性別、年齢など）、参加動機、

演習協力者の募集を知ったきっかけに加え、５段階

評定で、①演習協力の依頼・当日の案内についての

わかりやすさ（１．十分わかりやすかったから５．

非常にわかりづらかった）、②演習参加への満足度

（１．満足から５．不満）、③今後の演習協力への意

欲（１．ぜひ協力したいから５．協力したくない）、

④質問①②③の評価の理由および演習に対する感

想・要望については自由記述で回答を求めた。

３．データ収集期間

　データ収集は、演習を実施した2023年６～７月に

行った。

４．分析方法

　定量的データは、設問ごとに記述統計量を算出し、

定性的データは、記述内容の類似性や相違性を検討

して整理した。これらの結果から、ヘルスアセスメ

ント演習において地域在住高齢者の参加を促進する

募集・運営であったかの評価を行い、高齢者の参加

を促進するための環境づくりについて今後の課題を

検討した。

５．倫理的配慮

　演習協力者へ演習後日に報告書を送付する際、ア

ンケートの結果の分析にあたり、個人は特定されな

いこと、データの取扱いは十分に配慮した上で本誌

に投稿する旨を書面にて説明した。

Ⅳ．結果

⑴研究対象者の概要（表５）

　対象者は男性12名（52.2％）、女性７名（30.4％）、

無回答４名（17.4％）の合計23名であった。このうち、

２日間の演習のうち、両日ともに参加したのは10名

であった。年代は65 ～ 69歳が6名（26.1％）と最も

多く、次いで75 ～ 79歳と80 ～ 84歳が各5名（21.7％）

であった。74歳以下の前期高齢者は10名（43.5％）、

75歳以上の後期高齢者は13名（56.5％）であった。

このうち、夫婦での参加は4組であった。

⑵参加のきっかけと動機

　演習協力者の参加のきっかけとなったのは、「（募

集）チラシが送られてきた」が11名（47.8％）と研

究者から各地域在住高齢者へ個別に依頼したことが
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参加のきっかけとなった件数が最も多く、次いで「自

治会・町内会からの連絡」が４名（17.4％）であった。

　参加動機は、「学生の役に立ちたいと思ったから」

12名（52.2％）、「学生と触れ合う機会を持ちたいと

思ったから」11名（47.8％）であり、約半数が学生

のための演習であることに関心を持つことが参加に

表４　演習参加を促進するための実施内容と意図表４　演習参加を促進するための実施内容と意図

高齢者ボランティア支援の課題 実施内容 実施の意図

募集方法
大学への演習経験者には個別に郵送
研究者が担当した生涯学習講義での周知
行政センターを通じて、自治会・町内会への
チラシ配布の依頼
参加申込方法
申込方法を電話、郵送、FAX、メールのいず
れかとする

高齢者がアクセスしやすい媒体での
申込方法にすることで、参加への
ハードルを下げるため

募集案内への掲載内容

1日のみでも参加可能なことを明記

特別な資格が必要ないことを明記
演習内容の記載
看護学生のコミュニケーションや血圧測定の
トレーニングをする相手役になってくださる
方を募集していることを明記

演習内容に関心を持ってもらうため

成果のフィードバック
事後報告書を送付 「自分が協力が学生の役に立った」

と実感してもらうことで、次の参加
につなげるため

質問・懸念への対応
問い合わせ先の連絡先を明記
事前に、演習内容、タイムスケジュールを掲
載した案内状を送付
当日の説明内容

演習概要、学生のレディネス、学生への
フィードバックの方法

丁寧に説明をすることで理解につな
げ、安心感を持って参加してもらう
ため

担ってもらいたい内容を箇条書きで端的に資
料に明記

参加者の特徴に合わせた説明をする
ことで、理解につなげるため

会場準備
面接に使用する部屋と控室の移動は、教員ま
たは学生が誘導する
大学入り口の守衛室・事務局に、事前に演習
参加者が来場することを伝える
構内入口から控室までのルート案内を掲示
洗面所近くに控室を確保する

参加することの社会的評価や承
認の制度・仕組みづくり

参加証の発行
実績を可視化することで、今後の参
加意欲の継続につながるため

求めるボランティア内容や手続
きに関する情報を住民が受け取
ることができる丁寧な周知

短時間でも参加が可能となる柔
軟な活動内容の検討と場所の確
保

顔が見える環境・顔なじみの関係者
に直接協力依頼をすることで安心感
を持ってもらうため

住民と支援者との関係性の構築
とともに参加への不安の解消・
経済的負担の軽減ができる相談
の仕組みづくり

「自分にもできそうだ」と思っても
らうことで参加につなげるため

興味を持ってもらい、ボラン
ティアにつなぐための動機付け
の工夫

不安な思いを抱かず、迷わずに移動
ができるようにするため

心積もりをすることで、不安なく参
加してもらうため



神奈川県立保健福祉大学誌　第21巻第１号（2024年）63 − 72

─ 69 ─

つながっていた。

⑶演習協力への依頼・説明のわかりやすさ

　表３の内容に基づいて、演習協力の募集や当日の

案内を行った結果、「十分わかりやすかった」12名

（52.2％）、「わかりやすかった」10名（43.5％）であっ

た。自由記載でも、「話す口調がゆっくりで繰り返

しで良かった」「丁寧な説明だったので理解できた」

との回答であり、高齢者の特徴に合わせた説明が演

習内容の理解につながっていた。また、「（案内状に）

タイムスケジュールの記載があったので大変良かっ

た」との意見があり、見通しがあることで演習協力

者の安心につながっていた。さらに、「守衛室の方

が（演習協力者の）顔を見て演習協力者だと気づき、

エレベーターの方向まで指示して下さりわかりやす

かった」と、迎える環境を整えることも演習協力者

の安心につながっていた。一方、「わかりにくかった」

と回答した演習協力者からは、「予め（学生からの）

質問事項を（演習協力者に）知らせることを勧める」

との意見であった。

⑷演習参加への満足度

　演習参加への全体の満足度について、「満足」16

名（69.6％）、「まあ満足」７名（30.4％）と全員が

満足を示す回答であった。満足の理由として、「若

い生徒さんにお会いできて楽しかったです」「楽し

くお話しさせて頂きました」「常に笑顔で接してい

ただきうれしかったです」と＜学生との触れ合いへ

の喜び＞を感じていた。また、「学生さんの熱心さ

に驚いた」「学生がハキハキとしてよくメモを取っ

ていた」「学生が丁寧だった」「笑顔で話をきいてい

る姿を嬉しく思いました」と＜学生の態度・熱心さ

への感心＞についての意見もあった。「目的にそっ

た回答ができたと判断した」と演習協力者が＜自身

の役割発揮を実感＞できたことも満足につながって

おり、「若い方を育成するこの様な企画がよかった。

保健福祉に携わる若い方の育成には協力したい」

と＜演習の企画へ賛同＞する意見も得られた。一方

で、「満足」との回答ではあるが、「私達の応対はい

かがでしたでしょうか？」「学生さんの質問に答え

たが、必要としている答えを得られていたでしょう

か？」と自身の対応への評価についての意見もあっ

た。

⑸今後の演習参加への意欲

　今後、このような演習を実施する際の演習協力の

表５　研究対象者の概要（ｎ＝23）
表５　研究対象者の概要（n=23）

人数 （％） 人数 （％）
性別 男性 12 (52.2) 参加動機 どんなことをするのか演習内容に興味があったから　　 9 (39.1)

女性 7 (30.4) （複数回答） おもしろそうだったから　 3 (13.0)
無回答 4 (17.4) 学生と触れ合う機会を持ちたいと思ったから　　 11 (47.8)

年代 60~64歳 1 (4.3) 学生の役に立ちたいと思ったから 12 (52.2)
65~69歳 6 (26.1) 自分のためになると思ったから　　　 8 (34.8)
70~74歳 3 (13.0) 以前から大学・教員とつながりがあったから 3 (13.0)
75~79歳 5 (21.7) 十分わかりやすかった 12 (52.2)
80~84歳 5 (21.7) わかりやすかった 10 (43.5)
85歳以上 3 (13.0) 普通 0 (0.0)

職業 会社員 1 (4.3) わかりにくかった 1 (4.3)
公務員 0 (0.0) 非常にわかりにくかった 0 (0.0)
自営業 1 (4.3) 満足 16 (69.6)

1 (4.3) まあ満足 7 (30.4)
無職 19 (82.6) 普通 0 (0.0)
その他 1 (4.3) やや不満 0 (0.0)
チラシが送られてきた 11 (47.8) 不満 0 (0.0)
自治会・町内会からの連絡 4 (17.4) ぜひ協力したい 15 (65.2)
住まい周辺の掲示板を見た 2 (8.7) タイミングが合えば協力したい 8 (34.8)
家族から誘われた 2 (8.7) 内容によって協力したい 0 (0.0)
知人から誘われた 3 (13.0) どちらとも言えない 0 (0.0)
その他 1 (4.3) 協力したくない 0 (0.0)

参加の
きっかけ

依頼・当日の
案内について

演習参加への
満足度

今後の演習協
力への意欲

パート
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意向について、「ぜひ協力したい」15名（65.2％）、「タ

イミングが合えば協力したい」８名（34.8％）であり、

全員が前向きに協力の意向を示す結果であった。

　今後の参加意欲について、「とても楽しかったで

す。学生さんのお役に立てるのであればこれからも

参加したいと思いました」と今回の経験を＜楽しく

感じた＞ことや、「学生さんの学ぼうとする心で眼

がキラキラしてました。私にとっても良い学びでし

た」「気持ちが若返って良かったです」と＜自分の

ためになった＞と感じたことが、次への参加意欲に

つながっていた。また、「大学の前を何年も通って

いたが初めて構内を歩かせていただき立派な構内を

知りました。生徒さんたちと楽しく交流でき、いい

思い出が出来ました」「学校の様子や生徒の礼儀の

良さはすばらしかった」「学生食堂で実際に食事を

させていただきとてもおいしかったので感謝してお

ります。今後もこのような機会は利用させていただ

きたく思います」と演習参加が＜大学を知る機会＞

となり、今後も参加しても良いという思いに至って

いた。

　一方で、参加意欲を示した上で、「マスク越しの

会話なので私自身も難聴気味なため、発声が聞き取

りづらく、もう少し声が大きいと助かった」「質問

の目的をできるだけ明確にした方がよいと思いまし

た」と今後の改善点を示唆する意見が聞かれた。さ

らに、「丁寧な案内でしたが、元気な老人は案内を

省略することがあっても良いかと思います」「参加

証明書はいりません」と今回の参加促進への配慮を

過分に感じた演習協力者からの意見も挙がった。

Ⅴ．考察

１．�地域在住高齢者が参加しやすい演習協力の募集

および参加における配慮の評価

　看護２年次生の高齢者看護学Ⅰにおいて、地域在

住高齢者が協力者として参加する演習プログラムを

実施した。先行研究を参考に、高齢者が演習プログ

ラムに参加しやすい案内や準備、当日の運営を行っ

た結果、演習協力者から高い満足と参加意欲を得る

ことができた。

　参加募集については、多くが顔の見える環境での

依頼、あるいは顔なじみの関係者に直接依頼するこ

とで、高齢者の演習参加への承諾を得ることができ

た。近年、オレオレ詐欺や還付金等詐欺等による高

齢者の被害割合の増加が顕著であると言われてお

り、2019年の特殊詐欺の被害者のうち、高齢者が

83.7％を占めている14）。このような状況であるがゆ

えに、高齢者が外部からの案内や連絡に対して非常

に警戒していることが想像できるため、顔が見える

関係あるいは大学という公的機関からの連絡によっ

て、高齢者が安心して参加できることにつながる。

新規協力者の確保に向けた課題は、今後も地域住民

向けのイベントや高齢者と接する機会など、折に触

れ、住民参加型の演習等の大学の取り組みを紹介す

ることであり、これにより高齢者が大学の演習に関

心を寄せ、安心して参加できると考える。

　約半数が学生のための演習であることに関心を持

つことが参加につながっていた。演習協力者の反応

から、今回の演習が高齢者の役割発揮や「楽しさ」

などの情緒的交流の場、「気持ちが若返った」とい

う活力源になったことが伺えた。内閣府の調査でも、

若い世代との交流の機会への参加意向をみると、「積

極的に参加したい」は3.4％、「できるかぎり参加し

たい」は32.7％であり、約３人に１人は『参加したい』

と回答しており15）、参加募集の際に、この演習への

参加は、看護学生のコミュニケーションや看護技術

の相手役をすることであることを明記したことは、

高齢者の参加意欲につながったと考える。

　また、演習内容やタイムスケジュールを記載した

案内状や当日の説明に対する評価も高かった。学習

や計算、記憶、短時間での情報処理、新しいことに

対する処理能力等に必要な流動性知能は、30歳を

ピークとして、65歳以降は比較的早く低下する16）。

そのため、演習当日のみの説明ではなく、事前に演

習内容を知らせることやゆっくり話すといった高齢

者の特性に合わせた説明が演習協力者の満足につな

がったと評価する。

　今回の演習協力者の反応で、「自分の学生への対

応はこれで良かったのか？」と自身の対応への評価

についての意見があった。今回のアンケートは、演

習の実施直後に行ったため、事後報告書の送付と

いった成果のフィードバックについての評価は含ま

れておらず、このような演習協力者の反応であった

ことが考えられる。バンデューラは、自分自身が経
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験した成功である「遂行行動の達成」によって、自

己効力感が高まると述べている17）。つまり、参加に

よる成功体験によって達成感を感じることが「自分

にもできた」「次も参加してみよう」という思いに

つながる。そのため、成果のフィードバックは、高

齢者自身が、演習への協力は学生の役に立ったと実

感できる仕組みとして有効であると考えるが、全体

的なフィードバックだけでなく、演習協力者個々へ

のフィードバックや承認についても検討が必要であ

る。

　演習協力者への配慮について、案内を省略しても

良いといった声や参加証明書は不要との意見も聞か

れた。今回の演習は初めての試みであったため、細

かく丁寧な説明に努めたが、２回目以降の演習協力

者に対する説明や対応については今後の課題であ

る。

２．�地域在住高齢者の参加を促進する環境づくりに

おける今後の課題

　先行研究18）19）の報告にもあるように、演習に参加

する高齢者は、過去に模擬患者あるいはボランティ

ア経験を有していることが多い。今回の演習でも、

研究者や大学と関係のある高齢者への勧誘が最も参

加につながっており、経験者に継続してもらうこと

が演習協力者の安定した確保につながる。高齢者の

社会参加が、健康寿命の延伸に向けたフレイル対策

に効果があり20）、今後も演習参加といった高齢者の

社会参加の機会が増えることは望ましい。江川ら21）

が大学全体で協力者を募集したように、高齢者看護

学領域に限らず、領域横断的に高齢者の参加の機会

を増やし、参加してもらうためには、名簿の管理や

演習協力者が本学の演習等のプログラムに継続して

参加していることがわかるような管理システムの構

築を要する。

　また、今回は筆者を演習協力者からの問い合わせ

窓口としたが、継続して領域横断的に、授業科目ご

とに協力者を募る場合は、科目ごとに問い合わせ先

が異なることが予測される。地域住民が安心して、

混乱なく問い合わせができる環境とするには、上記

の管理システムの構築と同様に、大学で受付窓口を

設けるといった組織的な仕組みが必要である。

　さらに、ボランティアへの近年の新規参加者が多

くなく、ボランティアが過去からの継続的な参加者

に支えられ、次代の中核となるべき層が育成されに

くい22）という現状があるため、高齢者の継続的な参

加を支援しつつ、新規の地域在住高齢者が参加しや

すい募集案内、対応を検討していくことが今後の課

題である。

Ⅵ．結論

　看護２年次生の高齢者看護学Ⅰにおいて、地域在

住高齢者が演習プログラムに参加しやすい案内や準

備、当日の運営を行った結果、演習協力者の参加意

欲や高い満足につながった一方で、今後の継続した

参加の促進には、協力者の名簿の管理や問い合わせ

窓口の設置といった組織的なシステムの構築が課題

である。
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